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①温泉給湯事業の実施に向けた調査・検討 
• 昨年度は、現行の町中の温泉･給湯事業の実態を踏まえ、地域給湯事業における温水

フローの効率化方策、モニタリングシステムの方式等について評価･検討を行った。 
 

• 今後の熱水利用の具体的な方針検討については、下記バイナリー発電検討のための
新規坑井掘削の結果を踏まえた対応が求められる。 
 

• 今年度は町中で将来需要家となり得る施設を対象に、産出される熱水をバイナリー
発電利用の後に、給湯や空調用途へ活用する可能性について検討を行う。 

 
②町中エリアにおけるエネルギー事業（バイナリー発電事業）の推進に向けた
調査・検討 

• 昨年度は、バイナリー発電導入時の事業性を精査すべく、既存温泉井の活用状況や
町中地熱資源の賦存状況解析を実施し、事業候補地点の選定、経済性検討を行った。 
 

• 今年度は、複数地点の比較評価を通じて選定した掘削候補地点での調査井掘削を実
施し、その結果をもって、次年度以降の調査･開発方針の整理を行う。 
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本調査の目的 
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検討項目 

計画立案・許認可申請 

調査坑井掘削 

温泉モニタリング 

 今年度掘削する調査坑井の掘削計画を立案し、北海道環境審議会温泉部会
申請図書を作成する。 

 掘削許可取得後、計画に基づいて調査坑井を掘削する。掘削と並行して
カッティングス観察・記載を行い、総合柱状図を作成する。 

 また、坑井評価のために、2回の温度検層、電気検層を実施する。 

 昨年度に引き続き、調査坑井周辺での温泉モニタリングを実施する。 

温泉給湯事業の実施に向けた調査・検討 

町中エリアにおけるエネルギー事業 
（バイナリー発電事業）の推進に向けた調査・検討 

熱需要側 
（潜在需要家）の 
受入れ可能性検討 

 昨年度の検討に基づき、将来、需要家となりうる小学校、保育園等といっ
た熱供給配管近傍の熱水未利用施設において、新規坑井掘削による熱水を
給湯・空調用途で有効活用する基本システムの検討、省エネルギー・コス
ト削減を含めた提案を行う。 



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

調査井掘削・バイナリー発電候補地選定のポイント 

• 坑井掘削地点候補について、以下の観点から評価。 
市街地での地熱賦存状況、既存源泉との関係、町有地敷地制約、温泉準保護地域での
規制、騒音・振動規制、取水条件、給湯事業上の効率性、都市計画用途 等 
 

• その結果、掘削候補５地点（6号井脇、1号井脇、定泉寺跡地、営林署跡地、小学校上駐
車場）のうち、小学校上駐車場を、掘削地点として最適と評価した。 
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• 小学校上駐車場は、坑井掘削は可能であるが、工場（発電所を含む）を建設できない土
地であり、発電所設置には都市計画区分の変更が必要となる。また、近隣住居への配慮
が必要、といった問題がある。 

 

• 一方、営林署跡地は、町と商工会の所有地を一体化して利用*することによって、町の将
来計画と整合的な計画立案が可能であり、かつ上記の条件を満たす。 

 *旧営林署建屋の解体撤去および傾斜地の有効利用も含む 
 

• 以上より営林署跡地を候補地として選定した。                  
なお、この２地点間は約200mの距離である。 

 

 都市計画用途の規制上の評価が不十分であったため、この点を中心に再評価 

昨年度評価 

再評価結果 
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【参考】掘削候補地点比較と結果 

参考資料としてバックアップに
持っていき、当日説明は省かれ
ても良いかと思います 



① 近隣源泉の取り扱いについて 
 新規坑井の掘削は既設源泉の代替となり、新規坑井から半径200m圏内の源泉を
少なくとも1本廃井にする（公共井）必要がある。 

 
 近隣源泉所有者の同意書（新規坑井から半径500ｍ以内）を準備する必要がある。
同意が得られない場合は、その理由を記載した理由書を準備する。 
 

 新規坑井が自噴しない場合は動力揚湯の許可を得る必要がある。新規坑井での揚
湯量分、既存坑井の揚湯量を減らすことによって、町全体の揚湯許可量は増えな
いように調整する。 
 

営林署跡地での掘削について 
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② 将来利用計画と発電所建設位置 
  営林署跡地の将来利用計画を踏まえたうえで、坑井位置とバイナリー発電所設営位置
を決定する必要があり、また、ある程度の広さの敷地を確保しなくてはならない。 

• 営林署跡地での掘削において解決すべき課題は次のとおり。 

新規坑井の 
揚湯許可量 

既存坑井の 
揚湯廃止量 = 

※いくらでも揚湯して 
 いいわけではない。 



【ポイント】 
 
・掘削深度1,000m 
 
・原則として500mまでは、井戸構造を強化
する他、遮水や浅層の温泉井への影響を回
避すべく8”ケーシング外側をフルホールセ
メンチング。なお、この深度は今後再検討
予定。 

 
・1段目：10”坑（12-1/4”掘削 ～150m） 
・2段目：  8”坑（ 9-5/8”掘削 ～500m） 
 で掘削。 
 
・熱水採取部分（ストレーナー）は200m程
度。採取位置は坑井掘削中に決定。 

250A(10B) SGP

200A(8B) STPG-Sch40
    500ｍ

外径：216.3mm

内径：199.9mm

  9-5/8"掘削
(244mm)

470ｍ
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仕上坑口イメージ

8B×10ksc(以上) バルブ

2B×10ksc(以上) バルブ

圧力計

8Bケーシング

【参考】坑井掘削プログラム（案） 
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温泉モニタリング遠隔監視システム 
特徴： 
・遠隔監視をすることによりリアルタイムで源泉の状況を把握可能。 
・敷地準備～掘削～噴気試験というイベントと源泉との関係をモニ
タリングでき、状況変化が生じた場合にも直ちに対応可能。 
・関係者全員がモニタリングデータを同時共有可能。 

出典：㈱ティアンドデイ 

※イメージ 

【ポイント】 
 取得したデータは、ネットサー
バー上に送信し、Web上で確認可
能なシステムを構築 
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6号井ｐH・EC・温度計 

6号井ｐH・ECデータロガー 

6号井ロガー、伝送器 

6号井ｐH 

6号井EC 

6号井温度 

温泉モニタリング状況 

 



10 

：坑井掘削候補地点 
：モニタリング地点 

1 2 3 

4 

5 

温泉モニタリング地点・坑井掘削候補地点 

【ポイント】 
 
・掘削候補地点を取り囲
むように温泉モニタリ
ングを8箇所選定 

 温度、pH、電気電導
度、流量、水位、大気
圧など地点ごとに最適
と考えられるデータを
取得 

 
・3号井は町の改修工事
後に設置予定 

 
・今後、季節変動を含め
た長期的な監視を実施 
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【参考】温泉モニタリング計測項目 
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• 温泉熱を活用した給湯・暖房システムについて、小学校/保育園での適用可能性を検討 
• 11月から12月にかけて、実際に文教施設のボイラーシステムや空調実態を調査 

 

新規坑井掘削による熱水有効活用について 

調査実施項目 エネルギー利用状況 

現地実測調査（冬季11～12月） 
→エネルギー利用状況を日ベースで調査 

温泉未利用熱活用システムの概略提案 

光熱費（≒重油代）削減効果仮試算 

出典：弟子屈町地域省エネルギービジョン初期調査 
月別エネルギー利用状況（※H18年度時点） 

 



【参考】弟子屈町新規坑井掘削作業スケジュール（案） 
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【参考】5カ年の事業イメージ 

・現況把握 
・現況モデル化 
・町中温泉熱利
用システムの効
率化案整理 

町中熱供給に関する検討 
【初年度】 

・個別需要家の
温泉未利用熱
活用システム
検討 

【2年目】 

・温泉未利用熱
の効率運用／
省エネ概略案
の検討（費用
対効果） 

【3年目】 

・熱供給シス
テムの基本
設計（効率
化運用／省
エネ実施 

【4年目】 

・現地工事 
 

【最終年】 

・源泉調査 
・物理探査 
・ロケーション
選定/経済性検
討 

・掘削計画 
・温泉モニタリ
ング 

【初年度】 【2年目】 【3年目】 【4年目】 【最終年】 

・許認可申請
書作成 

・坑井掘削 
・検層 
・温泉モニタ
リング 

・解析評価 
・噴出試験 
・経済性再評価 
・EPC準備 
・系統連系協議 
・温泉モニタリ
ング 

町中バイナリー発電に関する検討 

・EPC 
・温泉モニタ
リング 

・試運転 
・温泉モニタ
リング 
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